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　プロセスオートメーションにおける、制御ループの

主要な操作対象として、各種流体の流れを制御するバ

ルブの開閉が挙げられます。そして、この開閉操作を

行うのがバルブアクチュエータ（弁体駆動部）であり、

その方式としては、空気式、電気式、油圧式、ソレノ

イド式など様々なものがあります。その中で、入力信

号に比例したバルブ開度を実現する調節弁に用いられ

るアクチュエータの方式は、主に空気式と電動式で

す。今月は、空気式バルブアクチュエータと電動式バ

ルブアクチュエータを比較してみたいと思います。

空気式バルブアクチュエータ

　リニアモーション（直線作動）タイプの空気式調節弁

の一例を図 1 に

示します。

　空気式バルブ

アクチュエータ

の第一の特長は、

構造が簡単なこ

とです。また、容

易に大きな出力

（駆動力）を得る

ことができます。

そして、ユー

ザーが行う保守

作業が容易であ

るため、最も多く使用されています。一方、駆動源と

なる空気の圧縮性のため、精度や応答性に問題があ

ります。また、駆動源である圧縮空気を発生させるた

めに、空気圧縮機（エアコンプレッサ）だけでなく、エ

アフィルタやエアドライヤなどの周辺機器と調節弁

までの空気配管が必要です。そして、これら空気設備

の維持管理に手間と費用のかかることが空気式に

とって不利な点です。

電動式バルブアクチュエータ

　リニアモーションタイプの電動式バルブアクチュ

エータの例として、エム・システム技研製のサーボ

トップⅡ（形式：PSN1）を図2に示します。 【（株）エム・システム技研　開発部】

　電動式は、空気式と

比較して構造が複雑で

あり、高価なため、かつ

てはそれほど普及して

いませんでした。しか

し、普及するにした

がって次第に価格は低

下し、同時に信頼性も

向上してきました。そ

の特長は、原理的に高

精度（高分解能）であることと、駆動源として電気を用

いるため、電気配線だけで工事が済み、空気式と比較

して維持管理が容易かつ安価に済む点です。

空気式と電動式の比較

　以上のほかに、空気式と電動式を比較する際にし

ばしば論じられるのが、停電時の挙動です。つまり、

空気式の場合、停電時に安全側に調節弁を駆動する

ことを条件にして使用できるという長所があります。

しかし、停電時にそのときの弁開度を維持させたい

場合もあります。そのような場合には、ロックアップ

バルブを併用する必要があります。

　一方、電動式の場合、停電時には駆動源を失い、停

電発生時点の弁開度をそのまま維持したい場合は問

題ありませんが、安全な開度に移動して停止させた

い場合には、問題があります。それを解決するため、

ゼンマイとクラッチ機構によって安全側に駆動する

ものや、電池に蓄えられた電力によって安全な位置

に駆動するものがあります。エム・システム技研の

サーボトップⅡ（PSN1（図2）およびPSN3）には、オプ

ションとしてその機能を用意しています。

　以上のとおり、現在では空気式バルブアクチュ

エータと電動式バルブアクチュエータの間には、技

術的、経済的な差異はほとんどありません。すでに周

囲に空気式アクチュエータが多数使用されている場

合や本質安全防爆が必要な場合を除き、電動式バル

ブアクチュエータのご採用は、十分に検討に値しま

す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ■

図1　直線作動空気式調節弁の構造

図2　サーボトップⅡ
　　　（形式：PSN1）
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＊サーボトップは、エム・システム技研の登録商標です。


